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 アーク・リソース株式会社

DAP213

1.製品及び会社情報 
製品の名称 ：DAP213
製品コード ：R-T073
供給者の会社名称 ：アーク・リソース株式会社
住所 ：熊本県熊本市西区中原町 383-2
電話番号 ：096-329-0880
FAX 番号 ：096-329-0882
推奨用途及び使用上の制限 ：研究用試薬として使用

2.危険有害性の要約
GHS 分類
物理化学的危険性

Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol
引火性液体 区分 4 ― ―

健康に対する有害性
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

発がん性 分類できない 区分２ 区分に該当しない
生殖毒性 分類できない 区分２ 区分に該当しない
特定標的臓器毒性
（単回ばく露）

区分２（呼吸器） 分類できない 区分１（中枢神経系、血
液系）
区分３（麻酔作用）

特定標的臓器毒性
（反復ばく露）

区分に該当しない 分類できない 区分１（中枢神経系、呼
吸器）

環境に対する有害性
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

水生環境有害性（急性） ― 区分外 ―
水生環境有害性（長期間） ― 区分外 ―

GHS ラベル要素
絵表示またはシンボル

　
注意喚起語　　　　　　：危険

Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol
危険有害性情報 可燃性液体

呼吸器障害のおそれ
発がんのおそれの疑い
生殖能又は胎児への悪影

中枢神経系、血液系の障
害
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響のおそれの疑い 眠気またはめまいのおそ
れ
長期にわたる、又は反復
ばく露による中枢神経
系、呼吸器の障害

注意書き　安全対策 熱，高温のもの，火花，
裸火及び他の着火源から
遠ざけること。禁煙。粉
じん／煙／ガス／ミスト
／蒸気／スプレーを吸入
しないこと。取扱後はよ
く手を洗うこと。この製
品を使用するときに、飲
食又は喫煙をしないこ
と。保護手袋／保護衣／
保護眼鏡／保護面を着用
すること。

使用前に取扱説明書を入
手すること。全ての安全
注意を読み理解するまで
取り扱わないこと。保護
手袋／保護衣／保護眼鏡
／保護面を着用するこ
と。

粉じん／煙／ガス／ミス
ト／蒸気／スプレーを吸
入しないこと。取扱い後
は手をよく洗うこと。こ
の製品を使用するとき
に、飲食又は喫煙をしな
いこと。粉じん／煙／ガ
ス／ミスト／蒸気／スプ
レーの吸入を避けるこ
と。屋外又は換気の良い
場所でだけ使用するこ
と。

注意書き　応急措置 火災の場合：消火するた
めに適切な消火剤を使用
すること。
ばく露又はばく露の懸念
がある場合：医師に連絡
すること。

ばく露又はばく露の懸念
がある場合：医師の診断
／手当てを受けること。

ばく露又はばく露の懸念
がある場合：医師に連絡
すること。
吸入した場合：空気の新
鮮な場所に移し、呼吸し
やすい姿勢で休息させる
こと。
気分が悪いときは医師に
連絡すること。
気分が悪いときは、医師
の診察／手当てを受ける
こと。

注意書き　保管 ― ― 換気の良い場所で保管す
ること。容器を密閉する
こと。

注意書き　廃棄 内容物／容器を地方/国の規則に従って廃棄すること。

他の危険有害性 ― ― ―

　
3.組成、成分情報 

化学物質・混合物の区別：混合物
官報公示整理番号化学名又は一般名

（別名）
化学式 重量

（％）
CAS RN

化審法 安衛法
Dimethyl sulfoxide (CH3)2SO 15.6 67-68-5 (2)-1553 －
Acetamide CH3CONH2 5.9 60-35-5 (2)-724 既存
Propane-1,2-diol CH3CH(OH)CH2OH 22.8 57-55-6 (2)-234 公表

GHS分類に寄与する不純物：なし
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4.応急措置
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

吸入した場合 空気の新鮮な場所に移
し、呼吸しやすい姿勢で
休息させること。医師に
連絡すること。

気分が悪い時は、医師の
診断、手当てを受けるこ
と。

新鮮な空気のある場所に
移動させる。呼吸困難な
場合は酸素吸入をさせ
る。大量吸入後または不
定愁訴がある場合は負傷
者を静かな場所に寝か
せ、低体温症から保護す
る。医師の診察／手当て
を受けること。

皮膚に付着した場合 汚染された衣服を脱がせ
る。洗い流してから水と
石鹸で皮膚を洗浄する。
医師に連絡すること。

水と石鹸で洗うこと。皮
膚刺激が生じた場合、医
師の診断、手当てを受け
ること。

汚染された衣服を脱がせ
る。皮膚に付着した部分
を流水で 10～20 分洗浄
する。医師の診察を受け
ること。

眼に入った場合 数分間多量の水で洗い流
し (できればコンタクト
レンズをはずして)、医
師に連絡すること。

水で数分間注意深く洗う
こと。次に、コンタクト
レンズを着用していて容
易に外せる場合は外すこ
と。その後も洗浄を続け
ること。眼の刺激が続く
場合は、医師の診断、手
当てを受けること。

流水で 10 分間洗浄す
る。できればコンタクト
レンズを外す。医師の診
察／手当てを受けるこ
と。

飲み込んだ場合 吐かせない。医師に連絡
すること。

口をすすぐこと。気分が
悪い時は、医師の診断、
手当てを受けること。

口をすすぐ。コップ一杯
の水（約 200mL） を飲
ませる。無理に吐かせな
い。医師の診察／手当て
を受けること。

急性症状及び遅発性症状の最
も重要な徴候症状

吸入: 頭痛、吐き気
皮膚: 吸収される可能性
あり、皮膚の乾燥
眼: 充血、かすみ眼
経口摂取: 吐き気、嘔
吐、嗜眠

皮膚：発赤、痛み。
眼：発赤、痛み。

吸入：喉の渇き、咳。高
濃度の高温の蒸気/エア
ロゾルにより、上気道の
わずかな刺激と呼吸障
害。吸収性毒性作用はむ
しろ考えにくい 。 
皮膚：わずかな発赤また
は局所反応なし。まれに
アレルギー反応。全身へ
の影響は考えにくい。 
眼：乾燥、掻痒、痛み、
流涙、結膜炎の可能性。
経口摂取：高用量で胃腸
症状（吐き気、嘔吐）、
吸収性毒性作用。
吸収：高用量投与後、頭
痛、吐き気、眩暈、意識
障害から昏睡、場合によ
っては痙攣などの中枢神
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経系症状。（頻脈、不整
脈などの）心機能障害。
重篤な場合には腎機能障
害。

応急の措置をする者の保護に
必要な注意事項

情報なし

医師に対する特別な注意事項 情報なし

5.火災時の措置
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

適切な消火剤 水噴霧、泡消火薬剤、粉
末消火薬剤、二酸化炭
素。

水噴霧、泡消火剤、粉末
消火剤、炭酸ガス、乾燥
砂類

水噴霧、粉末消火薬剤、
二酸化炭素。大規模火災
には耐アルコール泡消火
薬剤、水噴霧。

使ってはならない消火剤 棒状注水 棒状放水 棒状注水
火災時の特有の危険有害性 可燃性。火災時に、刺激

性あるいは有毒なヒュー
ムやガスを放出する。８
７℃以上では、蒸気/空
気の爆発性混合気体を生
じることがある。

熱、火花及び火炎で発火
するおそれがある。
激しく加熱すると燃焼す
る。
火災時に刺激性、腐食性
及び毒性のガスを発生す
るおそれがある。

火災の場合、有害物質
（一酸化炭素、二酸化炭
素）が放出される可能性
がある。

特有の消火方法 水を噴霧して容器類を冷
却する。

危険でなければ火災区域
から容器を移動する。
安全に対処できるならば
着火源を除去すること。

周囲の容器を水スプレー
で冷却する。可能であれ
ば、容器を危険区域外に
持ち出す。加熱により圧
力が上昇し破裂する恐れ
がある。着火源となるも
のを遮断する。

消火を行う者の特別な保護具
及び予防措置

自給式呼吸器、防護服
（耐熱性）を着用する。

適切な空気呼吸器、防護
服（耐熱性）を着用す
る。

消火作業の際は、適切な
自給式の呼吸器用保護
具、目や皮膚を保護する
防護服（耐熱性）を着用
する。

6.漏出時の措置
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

人体に対する注意事項、保護
具及び緊急措置

関係者以外の立ち入りを
禁止する。作業者は適切
な保護具を着用し、眼、
皮膚への接触や吸入を避
ける。

全ての着火源を取り除く。
直ちに、全ての方向に適
切な距離を漏洩区域とし
て隔離する。関係者以外
の立入りを禁止する。密
閉された場所に立入る前
に換気する。

作業者の暴露（吸入、経
皮、および摂取）に十分
な配慮が必要である。

環境に対する注意事項 周辺環境に影響がある可
能性があるため、製品の

環境中に放出してはなら
ない。

水域に対する危険性は低
い。非常に多量に水、排
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環境中への流出を避ける。 水、下水、または地中に
入った場合は、自治体に
連絡する。

封じ込め及び浄化の方法及び
機材

個人用保護具：化学保護
衣及び空気中濃度に応じ
た有機ガス及び蒸気用フ
ィルター付マスク
換気する。漏れた液やこ
ぼれた液を密閉式の容器
にできる限り集める。残
留液を、砂又は不活性吸
収剤に吸収させる。

回収・中和：漏洩物を掃
き集めて空容器に回収
し、後で廃棄処理する。
封じ込め及び浄化方法・
機材：水で湿らせ、空気
中のダストを減らし分散
を防ぐ。

すべての着火源を取り除
く（現場での喫煙、火花
や火炎の禁止）。危険で
なければ漏れを止める。
少量の場合、ウエス、雑
巾等でよく拭き取り適切
な廃棄容器に回収する。
大量の場合、盛土等で囲
って流出を防止する。排
水溝、下水溝、地下室あ
るいは閉鎖場所への流入
を防ぐ。

二次災害の防止策 ― すべての発火源を速やか
に取除く（近傍での喫
煙、火花や火炎の禁
止）。プラスチックシー
トで覆いをし、散乱を防
ぐ。

情報なし

7.取扱い及び保管上の注意
　取扱

Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol
技術的対策 『８．曝露防止及び保護措置』に記載の設備対策を

行い、保護具を着用する。
『８．曝露防止及び保護措置』に記載の局所排気、
全体換気を行う。

『８．曝露防止及び保護
措置』に記載の設備対策
を行い、保護具を着用す
る。

安全取扱い注意事項 熱，高温のもの，火花，
裸火及び他の着火源から
遠ざけること。禁煙。粉
じん／煙／ガス／ミスト
／蒸気／スプレーを吸入
しないこと。この製品を
使用するときに、飲食又
は喫煙をしないこと。保
護手袋／保護衣／保護眼
鏡／保護面を着用するこ
と。

取扱い後はよく手を洗う
こと。この製品を使用す
る時に、飲食または喫煙
をしないこと。すべての
安全注意を読み理解する
まで取り扱わないこと。
眼に入れないこと。

容器を開けたままにしな
い。使用時は十分な換気
をすること。機器類は防
爆構造とし、設備は静電
気対策を実施する。周辺
での高温物、スパーク、
火気の使用を禁止する。
静電気放電に対する予防
措置を講ずること。

接触回避 「10. 安定性及び反応性」を参照。
衛生対策 この製品を使用する時

に、飲食又は喫煙しない
こと。取扱い後はよく手
を洗うこと。

取扱い後はよく手を洗う
こと。

休憩前や作業終了時には
石鹸と水で皮膚を洗い、
洗浄後は脂肪分の多いス
キンケア製品を塗布す
る。蒸気またはミストの
吸入を避ける。使用する
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ときには飲食、喫煙をし
ないこと。

安全な保管条件：製品ラベル等に記載されている保管条件を確認すること。
　　安全な容器包装材料：ガラス

8.暴露防止及び保護措置
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

管理濃度 未設定 未設定 －
許容濃度 未設定 未設定 －
設備対策 87℃以上では、密閉系、

換気、防爆型電気設備及
び照明設備を用いる。
全体換気装置又は局所排
気装置を使用する。

この物質を貯蔵ないし取
扱う作業場には洗眼器と
安全シャワーを設置する
こと。ばく露を防止する
ため、装置の密閉化又は
局所排気装置を設置する
こと。

作業場所には適切な換気
装置を設置する。取り扱
い場所の近くに洗浄のた
めの設備を設ける。滑り
にくい床にすること。

保護具　呼吸器用保護具 必要に応じて保護マスク
や呼吸用保護具を着用す
る。

適切な呼吸器保護具を着
用すること。

必要に応じて状況に応じ
た適切な呼吸用保護具を
使用する。

保護具　手の保護具 保護手袋を着用する。 適切な保護手袋を着用す
ること。

保護手袋を着用する。天
然ゴム、クロロプレン、
ニトリルゴム、ブチルゴ
ム、フッ素ゴム、PVC が
適している。

保護具　眼の保護具 保護眼鏡を着用する。 適切な眼の保護具を着用
すること。

サイドガード付きの保護
眼鏡を着用する。

保護具　皮膚及び身体の
保護具

保護衣を着用する。 適切な保護衣を着用する
こと。

エプロンまたは白衣を着
用する。

9.物理的及び化学的性質　
物理状態

色 ：無色透明
性状 ：液状
臭い ：無臭

融点・凝固点 ：情報なし
沸点又は初留点及び沸騰範囲 ：情報なし
可燃性 ：情報なし
爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界

引火点 ：情報なし
自然発火点 ：情報なし
分解温度 ：情報なし

pH　 ：7.5～8.0
動粘性率 ：情報なし
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溶解度
水 ：溶ける
n-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 ：情報なし
蒸気圧 ：情報なし
密度及び／又は相対密度 ：情報なし
相対ガス密度 ：情報なし

粒子特性 ：情報なし

10.安定性及び反応性
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

反応性 「危険有害反応可能性」
を参照。

法規制に従った保管及び
取扱においては安定と考
えられる。

「危険有害反応可能性」
を参照。

化学的安定性 情報なし 法規制に従った保管及び
取扱においては安定と考
えられる。

強酸化剤およびアルカリ
と激しく反応する。

危険有害反応可能性 加熱や燃焼により分解
し、硫黄酸化物などの有
毒なヒュームを生じる。
過塩素酸塩などの強酸化
剤と 激しく反応する。

燃焼により分解し、有毒
なヒューム(窒素酸化物な
ど)を生じる。強酸、強力
な酸化剤と反応する。

この物質は酸化剤、酸無
水物および酸塩化物と危
険な反応を起こす可能性
がある。

避けるべき条件 混触危険物質との接触 燃焼 火気、加熱、高温、静電
気、火花、爆発性混合気
の形成

混触危険物質 強酸化剤 強酸、強力な酸化剤 酸化性物質、酸塩化物、
酸無水物、クロロホルメ
ート、還元剤

危険有害な分解生成物 硫黄酸化物などの有毒な
ヒューム

窒素酸化物 情報なし

11.有害性情報
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

急性毒性　経口 区分に該当しない 区分外 区分に該当しない
急性毒性　経皮 区分に該当しない 分類できない 区分に該当しない
急性毒性　吸入：ガス GHS の定義における液体

であり、ガイダンスの分類
対象外に相当し、区分に該
当しない。

GHS の定義における固体
である

GHS の定義における液体
である

急性毒性　吸入：蒸気 分類できない GHS の定義における固体
である。

分類できない

急性毒性　吸入：粉じん
及びミスト

区分に該当しない 分類できない 分類できない

皮膚腐食性及び皮膚刺激
性

区分に該当しない 分類できない 区分に該当しない
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眼に対する重篤な損傷性
又は眼刺激性

区分に該当しない 分類できない 区分に該当しない

呼吸器感作性 分類できない
皮膚感作性 区分に該当しない 分類できない 区分に該当しない
生殖細胞変異原性 区分に該当しない 分類できない 分類できない
発がん性 分類できない 区分 2 分類できない
生殖毒性 分類できない 区分 2 分類できない
特定標的臓器毒性
（単回ばく露）

区分 2（呼吸器） 分類できない 区分１（中枢神経系、血
液系）
区分 3（麻酔作用）

特定標的臓器毒性
（反復ばく露）

区分に該当しない 分類できない 区分１（中枢神経系、呼
吸器）

誤嚥有害性 分類できない 分類できない 分類できない

12.環境影響情報
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

生態毒性
水生環境有害性 短期
(急性)

― 区分外とした 区分に該当しない

生態毒性
水生環境有害性 長期
(慢性)

― 区分外とした 区分に該当しない

残留性・分解性 ― ― 化審法分解度試験：良分
解性（化学物質安全性点
検結果等（分解性・蓄積
性））

生態蓄積性 ― ― 情報なし
土壌中の移動性 ― ― 情報なし
オゾン層への有害性 当該物質はモントリオー

ル議定書の附属書に列記
されていない。

当該物質はモントリオー
ル議定書の附属書に列記
されていない。

当該物質はモントリオー
ル議定書の附属書 A～C
及び E に列記されていな
い。

13.廃棄上の注意
残余廃棄物              : 廃棄においては関連法規・地方自治体の基準に従う。
汚染容器等              : 容器を廃棄する場合、内容物を完全に除去する。

14.輸送上の注意
該当の有無は製品によっても異なる場合がある。法規に則った試験の情報と、12項の環境影響情報
とに基づいて、修正が必要な場合がある。

国際規制
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

国連番号 該当しない 該当しない ―
国連品名 該当しない ― ―
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国連分類 該当しない ― ―
副次危険 該当しない ― ―
容器等級 該当しない ― ―
海洋汚染物質 該当しない
MARPOL73/78 附属書Ⅱ及
び IBC コードによるばら積
み輸送される液体物質

該当しない

国内規制
Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol

海上規制情報 該当しない 該当しない 該当しない
航空規制情報 該当しない 該当しない 該当しない
陸上規制情報 消防法の規定に従う 該当しない 消防法の規定に従う

Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol
特別な安全上の対策 消防法の規定によるイエ

ローカード携行の対象物
食品や飼料と一緒に輸送
してはならない。

消防法の規定によるイエ
ローカード携行の対象物

その他 (一般的) 注意 輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように積み込
み、荷崩れの防止を確実に行う。重量物を上積みしない。

緊急時応急措置指針番号 該当しない

15.適用法令
法規制情報は作成年月日時点に基づいて記載されております。事業場において記載するに当たって

は、最新情報を確認してください。

Dimethyl sulfoxide Acetamide Propane-1,2-diol
労働安全衛生法 該当しない 名称等を表示すべき危険

有害物（法第 57 条、施行
令第 18 条別表第 9）
名称等を通知すべき危険
有害物（法第 57 条の 2、
施行令第 18 条の 2 別表第
9）
リスクアセスメントを実
施すべき危険有害物（法
第 57 条の 3）

名称等を表示すべき危険
物及び有害物（法第５７
条第１項、施行令第１８
条、労働安全衛生規則別
表第２）（令和７年４月
１日以降）
名称等を通知すべき危険
物及び有害物（法第５７
条の２、施行令第１８条
の２、労働安全衛生規則
別表第２）（令和７年４
月１日以降）
危険性又は有害性等を調
査すべき物（法第５７条
の３）（令和７年４月１
日以降）
作業場内表示義務（法第
１０１条の４）（令和７
年４月１日以降）
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化学物質排出把握管理促
進法(PRTR法)

該当しない 第２種指定化学物質 ―

毒物及び劇物取締法 該当しない ― ―
労働基準法 ― ―
化審法 ― ― 優先評価化学物質（法第

２条第５項）
消防法 第４類引火性液体、第三

石油類水溶性液体（法第
２条第７項危険物別表第
１・第４類）【５　第三
石油類水溶性液体】

― 第４類 引火性液体 第三
石油類 水溶性（法第２条
第７項危険物別表第１・
第４類）

16.その他情報等
参考文献及び参照ホームページ等

：EMERGENCY RESPONSE GUIDEBOOK (US DOT)
　国際化学物質安全性カード (ICSC) MERCK INDEX 化学大辞典 共立出版社

 The Registry of Toxic Effects of Chemical Substances (RTECS) 
独立行政法人　製品評価技術基盤機構
化学品総合データベース 
日本ケミカルデータベース(株) 
GHS分類結果 (NITE、職場のあんぜんサイト)

責任の限定について
　　　：本製品は研究用試薬であり、その他の目的には使用できません。また、本記載内容は、現時

点で入手できる資料、情報データに基づいて作成しており、新しい知見によって改訂される
事があります。 また, 注意事項は通常の取扱いを対象としたものであって、特殊な取扱いの
場合には充分な安全対策を実施の上でご利用ください。


